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9.理化学機械および放射線装置
PRECISE SCIENT)FICINSTRUMENTS AND

RADIANT-RAY APPARATUS

■√･=J■･■ノ･∴…∬･･■〟･･･■■･･････:････∬･･･‥･･■J㌧､‥∴人ミぷ‥･′:;･･■騨‥∴八一■′･､∴…･二月■仙･･ゝい′●‥･∫

子顕微鏡の輸川ほ一昨年よれ急速に伸長を続けており,昨年ほ

さらに 外の要望を採り入れたHtト11形が二量耗段階に入った｡ま

た光電光度計,チセリウス装;?'はどが備州線上に登場したことは日

立技術が海外にまで広く認識されてきたためといえよう｡

放射線測定器の瀞11法が次第に普及するにつれ,監視用,甜慄丑

など各組装閏を新たに完成したしj また矧-i㌣分析計の需要も急激に増

大し,ウラン同位体川,一般剛､H本川,一般ガス分析用を新七に闘

発改良した｡粕に比較的低エネルギー域にまで似えるr線スペクト

ロメータ,ウランー2357〟【三比測定刊ほ冒~ミニ分析計が,国内最初で州~iニー

品よりすぐれた性能をホLたことほさ=-けべきであろう｡･

国内での しい機器分析は逐年盛んとなり,[l立製作所ほたえザ

その要望にこたえてきたじ粕こ分析の日動化ほ先進諸l｣ミ1でさえ不十

分の感があるが,日立製作所でほ34年明かこ放任の†■l動分析計を完成

し,試料採取から定是結果の数値表示までをいっさい 紋日動化し

て1台でよく数十人を節し得た｡

放射線装掛こおいては日動一制御式の大形Ⅹ線装閏せはじめP｣軌道

回転式の断層装置,コンデンサ製損など新構想の数機種を完成,工

用Ⅹ繰装置としてほ非破壊検査用で需要の多い~i~i了澱形160kV,す

え同形300kVの各装置を完成した｡アイソトープ利ノーl-j磯皆:封こおい

ても医療川のコバルト捌摘妄軋気送式コバルト板影装~躍,メ諸封1呈二

の令種コノミルト照射装孔 などを州ついで完侃3:坪掛こ引続いて

飛躍的進歩を示している｡

9.1 電 子 装 置

9.1.1電子顕微鏡

日立製作所は過去2年間HU-10形電子軌徴鎧を20台近くアメリ

ヵぉよびヨーロッパに輪Fl‡し,ますますその牲能が認められてきたr､

昨年度ほ たに.HU-11形を設計し,広く海外需要者の芦を織り込

み,すでにアメリカに数台の‖荷を_見た(=∴第1図にHU11形の外

観写真を示すが,従 のHtト10形にくらべておもなⅢ長ほ次のと

おりである｡

(1)Filament 苓レンズおよびレンズ絞りを鏡休を分解せずに

取出し交換できること｡

(2)電子照射系の軸調整が正†如こすわ/〕たままそれぞれ2個の

つまみで水平,偵斜調整ができる｡

(3)試料室の内部の大きさを大きくして試料_加熱,冷却など応

川面でやりやすくなった｡

(4)観察室ののぞき窓敗光板を従来より大きくして終像を非常

に見やすくした｡

(5)乾板の大きさを従 より大きくして60mm二く801111Tl視野の

広範州が倣影されるようにな/つた｡

(6)鏡体を強個にし安定十′とを増し新形試料微動方式を採用しヤ

均性能を一段と高めた｡

(7)明るい電子銃を採用しさらにレソズ,磁路などの設計,材

質を改良し･性能を向_†二(8～10A)するとともに倍率矧i-1]

をさらに広くした(1白二接倍率×400､×300,000)｡

HS-6形電子顕微鏡は保守点検の簡易,操作の容易という点で好

評を得, 内ほもちろん輸出も行いブラッセル国

はグラソプリを

博㌫会において

指したが,その後レソズのぷ計,材質などの改良

により性能の両で一段と向上し銅フタロシアニソの12･5Åの結晶格

子の撮影が可能となった｡弟2図にはその撮影例を示す｡

ち′‡1図 HU-11形電丁顕徴鎚外観写真

第2岡 HS--6形電子顕微泉如こよる銅フタロシアニソの撮影例

9.1.2 質量分析計

近年原丁か川材料におけるH位元 の存在比測定が重要な課題と

なっており,放劇性を拍たない安定同位傭の精繰定掃にほ矧~jl二分析

計がはとんど唯一の測定器である｡日立製作所でi･にの目的に合致

するものとして,従凍から種々の質量分析計を製作しているが,昨

年ほ新たに次のような新機植を闘発あるいは改良した｡

RMI--2形はイオン軌道半径15cm〟/』〟=14～46(場合により

80)の一般同位体存≠比を10~5の精度で直読する既追分研計で,

親イヒ学研究所その他に納入された｡本機は従来のRMト1形の排気系

を全金属化し,舞4図のようなコレクタ系を採用したものである｡

このコレクタほ同位体の種 (分散度)と濃度(イオン強度)に応

じて第1スリットひ中心位眉と幅とを任意碇かつ独立に調節できる

日立製rド所独し1の方式で, が穴底のタ′クレコl第 2コレクタの入

射スリットを兼ね,第2コレクタに常に微弱なイオンを受けること
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舅31くIRMI2彬賞品分析計の仝景

によって非対称複合形相帰服の接続逆癌卦イ項となった｡

RMU-5B形ほM/e50O以下のイオンをコレクタに捕捉Lうる磁

場 査ノブ式の･▲般質ぷ:分析計で,分解能ほM/e200,分析精度(‖現

什)i･よ1%以l句であるし)本機ほ従来のRMU--5形の端本寸法(イオ

ン軌道γ径20cm)を変えずに,加速電任,磁場〔掛要を高め,操作

牲な向上させたもので,慄準品ほオーブン人F)の金屑製噂人系ろノ脈

雛5図 RMU-5B形質量分析計の全景
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内側スリット

外側スリγト

節2スリット

ニ次`-民子サプレプサ

第1コレクタ

第2コレクタ

高値視性増幅器

低雑rて一増幅誰

入力高択杭
ポチン′シ/;メータ

M:電 流 言十

G:検 流 計

ち′‡4周 RMI2形のコレクタ糸

え,什友J狛′･力研亀肝その他に納入された｡弟d図は一般のガス記

録/くタンの--一一例であるくつまた本棟にほ川休分析装;F′■亡,比率直読

などを珊ぶすることかできる｡同体分析装閏はアルカリ,アルカリ

アースをほしめ柁種のIrlⅢく(金捕)のl=汗掠体存7r三比を測定するため

の衣両`芯離形,リペラ加熱形両種のイオンソースを合み,たとえば

第7図のr亡うな/くタノが71阜らjLる.1

;+"+

〔a】 タンゲスナン お両㍍離法

一--一-√--.-■.J.1｣_

鴫`郷 ∠7 ar 劫｢勿

〔.b~)~～グネッウム:リペラ加熱法

第7I叉I L軸附試料パタンの例

〝/巨βダ 尻ヲ 〟■
._仰

ーーーーーー･-
一

--一一-･･････〉

---｢--･-一-′

､

J■7

武村:ペソーピンC¢Il8+シクロ/､=㌣サンC8王11亡

弟6凶 RMU-5B形による記録パタンの一例
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第8図 EPU-2A形分光光磯計に渠新一したE-1形発光付属装折

また朴〕芋戌術｢】~三からたまたま委Ii亡を′凱ナたウランl■肝村本√材三比測

定川竺壬一量分析計として,これらの経験を11叉り入れ,-､ll径35cn-の人

形門出分析計を完成した(27.0.13参照ん

9.2 光 学 装 置

分光光度詔ほ吸収測定川として発足L,炎)ヒ分析,労り亡分析なと

の止こ川測定にも広く抑Ijされるにうiった｡3∠上申要i･封I一途を発光(ll■】

圧火花)分析の分跡こ拡張するため.肘′輔椚■Eを了j二い,黒川化の域に

到通した｡

フィルタ光鳳汁は引続いてEPO B形,FI,W一木膨の2瑞相A闇

作しているが,さらにl川日用†のため,隅造,操作な簡易化した

FPO-3形光′電光度一汁を′ノ王成Lたし)

=▲i■J分光光度詔ほ引続きノ■′｢央な1～.;要をもっているれEPS-2励こ

は波長リニア形を完成して仙川の他に伏したL.EPI-2形亦外分光光

貼汁は行種の付属装択を鷹備したが,巧■､封こ偏氾付跡微鏡は淘外にも

類例をみない新製誹lである.__.よたⅠ一1IT,C‖Fzプリズムを`ノ王城した｡

光′､〃和な日動分析製満として,ニiニー隼度はシリカ分析計を完成Lた

が,34隼度ほAFC-1形:1二美川比色.汁をン'己成しプラントにこわける辿

絞比色測定の川に供Lた1二､

9.2.1ÅFC-1工業用比色計

口立工業Jl-J比色計ほ,プラントの迅続流里中問,あるいほブラン

チに設潤し工 用水や化学工業に二日ける原液および処理液の晶餌,

濃度,反応などを透過率あるいは濃度によって管flIけるもので,辿

続記録逐たほ調節計として佐川できるL.光況川電潮ほ周波数補椚層

で周波数の変動による影響ほなく,また増廟儒として交流増価読■式

を採用したので塙:′点こ移動のうれいはなくくⅠ主時間連税運庭甚句しノノ安定

な測定ができる._.

9.2.2 Ål-】形三色刺激値自動計算器

本轟は EPR-2 形自記分光光度計と組合わせて有色物体(印刷

物,級軌色ガラス,染料など)の分光反射ヰ拍1線をかくと同時に,

三色刺激値を日動酌に算Jllする袋田である:約2.5分で･.試料の-一三

色刺激傾が指ホされるから従来の手動計算邪でほ困難であノ,た人品

試料の生産管刊,品質管理が押易に粟覗できる..また計算~ノん(も丁

動計算才詩のような選≠憫据一き法り止似法)をと[〕ず,ポール7ンドデ

ィスク･インテグレータによる機械的直叔顆分法を採川しているた

めに計算値の正碓度も必然的にル上しているし)

自記分光光度計との辿結はセルシソモータによって行われ,根

準の光に対する計数値が3偶の何転計によって有効けた数5けたま

で表示される｢

9.2.3【PG形自記変角光度計

EPG形日記変巧光度計は入射光緑,反射氾緑か武料衣面となす

角動こよって試料の反射率がいかなる値をとるかを測定t､プラ､一つl-1

動記録する装置である｡商品としての合成紙弧･合成樹脂.紙など

63

び 放 射 線 装 置

弟9l又I E--1Jlラ発光付属製沌■王

i~山頂郁

弟10巨く1二L一業川比ヒ.汁/､ネル跳

雛111叉l T二 業 川 比 色 計 検 ‖ 那

雛12図 EPIし2形自記分光一光度.三~l･と AIl形__三色刺激仙

=動ぶ算筈-:‡

第13図 EPG形変角光度計

63

の素材が,人間のL-1にいかなる印象を与えるかほ,色彩はもちろん

ながらその光沢によ一_-ても大きく左右される1_.本装田による測定に

上ってこれらの基材(ハ性汽を定昔:かつ定性的にはあくL,許障素材

Lり商品価値の増進を【対/､たり,祖先と光沢に関する心理的樋魔の解

明に 呈することができる｡
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第14岡16H形高速度カメラ

9.2.41dH形高速度カメラ

最近,機械,

て,

立 評

第15図 超高速度流し写真撮影装置

能i･こした｡

気 物理,化学,造船,航空などの各分野におい

度現象の解析手段として,高速度カメラが,さかんに使わ

れるようになってきた｡本機i･まL亘1転プリズム方式で,この種カメラ

では, のない撮影 度10,000PPS(Picture Per Second)をう

る性能をもち,フイルムにほ16mmx30mを使用する｡高速度カ

メラでは,撮影 ､いため,現象と撮影を同期することがむ

ずかしいのであるが,このカメラでは,独特の構造で,電気的に完

全に同期を行うことができるので,撮影は容易である｡カメラを確

に動作させて安全に 影するために,コントローラを使用し,電

源にほ低い撮影速度のときほAClOOV,高t･､ときほAC200Vを用

いる｡

(1)超高 度写真撮影装置

核融合反応,爆発などの非常に早い現象の解析にほいっそう高

い撮影速度をもっている超高速度映画撮影装眉,

真撮影装置が広く用いられている｡

リ用度適
量恒

し写

超高速度映画撮影装置ほ最高100,000PPSの投影速度をもち,

連続200こま撮影できる独特の構造をもった高性能カメラであ

る｡

超高速度流し写真撮彪装置は, 高 影装置と併用さ

れる場合が多いが,もちろん単独でもその価植を十分発揮しうる

ヰニ,ので,掃引速度最高4mm//ノSの~l矧性能機である..

(2) 駆動部とその日動制御装苫

超遠心分離機の高速駆動部とその速度制御装抑上､′払遠心分離

機用のほかに芥程実験装帯などにも利用できる たとえば一品附高

速回転ぷ憐憫,中性子チョッパ,/払乱速疲労訳髄脳などにほすで

に応用ずみであるし｣本装置は/払遠心分離機の高 駆動部と【二1動制

御装置を分離独立させたもので高速駆動部駆動モータとしては直

巻整流子モータを, 度発電機としては他励式直流発電機またほ

永久磁石式のスイッチジェネレータの2咤頬を他用しておF),l_rt

動制御回路にほ可飽和リアクトルを使用したものまたほ熱陰極格

子制御放電管を使用したものが準備されている∴.これらほ被制御

対象そのほかの条件により,それぞれ適当に組合わせて川いられ

る｡弟1る図は本装閏の主要部をなす制御部本体の外観であり,

高速度駆動部駆動周モータおよび速度発′這機はこれらとキャブタ

イヤケーブルにより接続運也さかる∴

9.3 その他の分析装置

高性能pH計として信用を博している電位差計式のpH計ほさら

に電気的な安完性が改良されEHP-2形として出現した｡実験室形

pH計としてほ交流♪削咋抑り終にバイプレーテでングリードを採弔し

たEHM-2形か完成し安′茸性.¢命か同仁し.士

ガスアロマトグラフこま期掛り′二と連な進歩に即応し.こ首位ノー研究.

攻良が進められ,KGL--2形を完成して,多数試料の並列分析を~‖｣`

6｢主

分析1-1J

第42巻 第1号

第161¥lTliり 御部 本体

遠心機には測定温度調節などの改良を施した｡

9.3.1EHP-2形pHメータ

本器は電照莞詔1式を採用した高性能pHメータで,電源にほ内

蔵の乾電池を使用しかつ標準電池も本体に収納し可搬に便利であ

る:｡また乾電池の代りに蓄電池も使用できうる構造である｡目盛も

滋小0.02pHまで目盛られmV測定用として±1,400mVまで測定

できるので,ヴ術研究用はもちろんのこと工場現場における品質管

理用としても広く使用できる｡

9.3.2 分析用超遠心機

分析用超遠心機の性能向上のため,回転中のロータ温度測定と,

光学系に干渉法測定の研用を可能とした〔〕

(1)回転中ロータ温度測定

ロータに対向し,ロータ以外の熱から 断されるよう熱しゃへ

い管内に設けられた受熱板ほ,ロータからの

化を生ずる｡受熱板としゃへい管の温度

幅射により温度変

が零になるよう温度制

御すればロータ,受敷板,しゃへい管ほ同一温度となる｡受

に設けた温度検肘岩引こよりロータ温度を士0.lOCの

調節できるようにLた.-.

(2)干渉法光学系

板

度で測定,

セ′しにダブ′しセ′しを用い.干渉法により試料の濃度分布測定を

=∫経とした 弟18図ほ干渉法測定の一一例をホす.ノ

第17匡1EHP一-2形pHメータ

.■11'二i~ スウニ†卜規準間隔

第18図 干渉法による測壱の一-･列
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ニィ′∵博図KGL--2Jl≠ガスタロマト ブラフ 第21)l瑚

9.3.3 KGし-2形ガスクロマトグラフ

ガスクロマトゲラフ法の特殊性と美川の多様†侶こもとずき,改良

形KGL-2を製作し量酷に入った-′改良∴＼-このおもなものは記録部と

分析部を分離し,記録郁1f｢と分析邦21∠｢を糾r㌻わせることにより

叩武装聞より複式装置に切換えることができ､多種多様な応用F帥こ

分析計としで威力を発揮できる｡そのほか温度制御,流量計iこはサ

ーミスタを川い,また試料増入操作が前面からできるようにし,精

度を高め取扱いを便利にした_:

KGF-2簡潔形にほ自動サンプリング装苫を付属させることによ

F),工場川として無人運転を可能にした.｡.

9.4 放射線装置

昭和34年度においても,多くのすぐれた放射線装置が完成され

た｡診療用Ⅹ線装笛としてほ,全自動式ガ能大形装置,円軌道回転

断層撮影装苫および三柚Ⅹ線管付のコンデンサ装置,工業相Ⅹ線装

躍としては,すえ置形300kVおよび160kVのl-∫搬式をそれぞれ

完威したl〕これらほいずれも独臼の設計になるもので,多くの新し

いくふうが加えられ,許Lい性能の向.卜が蘭ダ)られている...特に油

圧制御式閻魔偶影装閏ほ,そのl､ノ綿巨の優秀な点i･こ二机､て,国内ただ

一ノ)のものと定評を得ているが,円軌道回転ノん上のものは,原押的

にも従来のものと乍く兜/-)ており,孝ぺの特

長があるが,精度もよく,さらに一一段と鮮親

な,理想的な断層写真が得られる′小二で,断然

他の追従を許さぬものである｡アイソトープ

利川機皆削こおいても,医境川コバルト照射

;芹,気送式コバルト闇射一装閏,｣_二業用人純一ri_…:

照射装聞の開発に努ノ｣し,梢に~J二業用の人形

装躍は,ほとんど苗場を独パする形で,多ぺ

の答櫨川途に適合した形式の言日金描-が望酎′lミさ

れた:｣

9.4.1自動制御DRH-10./2S川形の完成

操作部分の全`且動制御化と制御凰描`亡の復新

な.調整をl【†動化し診察†二i二枇憬とされていたワ

ン･ハンド寸ベレーターシステム(け手相nり

をlり▲能とした画期的製■†い~ごある.寸なj)ち四

ツ切フでノL∴4分冊の連続速′ナ混影な十=∵折

とし透視fri･ニ般快音を舟杜た状態で透視頗≠

身が電動駈動によ牛任意にトト刺する機構な

l)RHlO｡/2Stll彬

どすべて押ボタン,あるいはスイ

ッチの切換のみにより行われ,そ

の操作部が

して

写装置の左側に一･指

められている｡使用Ⅹ線管

は2兎焦点の回転陽極Ⅹ線管3佃

を適宜に選択でき｢一般診断ほもと

より150kVpの高電圧撮影が可能

である.⊃ Ⅹ椒発生条什の調整も基

本条件を合せるだけで,複雑な調

鮎うミl_二i動｢1勺に選択されるほか,管

電比を商議 とするなど各種操作

の合理化が計られている｡

9.4.2 円軌道回転断層撮影用

X線装置D-LX形の完成

即諭的に理想とされながらも機

構上の問題,黒川上の精度などか

ら至難とされていた技術的諸問題

を解決し州想的な鋸影像をうるこ

とに成功LたⅠ)-1_.X形断層装閻よ,､l土子二｣二2軸式円軌道駆動機憐によ

りⅩ線肝とカセッテとを川村的水守守一]運動とし,さらにカセソテの

回転半径せ変化させ赦断面を見めるなどの新機構を有している｡操

作ほ甘動制御肛より子J二わjL複雑な調整を必要としないノ∴◆こも特長の-一一

つである._.また本装置の斬新なデザインは日立製作所息匠研究所に

よって行わ右たものである.｡

9.4.3 コンデンサ式装置の新形完成

間接撮影装~掛こおいては定評あるコンデンサの日動充電力式と巧

妙なⅩ緑管制御lロ描各の組合せにより3極管披尾切断のDC-M"t形

を完成Lた､｣これによってコンデンサ式におけるフォトタイマの使

川を可能とし,さらに無効電圧忙よるⅩ線の莞 を阻止するため影

像が一一段と向上した｡特に本装置では波娼切断による残留 荷を次

の充電に利用するので消費電力の軽減ほもとより允電が短時間に行

えるので棍影能率がきわめて良好である｡

9.4.4 治療用コバルト照射装置Tl-500C生産開始

60Coを鯨油とする7′線照射において治 とされていた

照射野絞りによる-､巨形の悪影響を完全に除去し,躁憩的闇射を可能

とした球面絞り皆紳j▲のTト600C形i･ま34年初頭発表以来, 動式に

よる操作の簡易性と完全な安_全装置とがあわせて好評を得,すでに

順大′;筈凧院,r_†木赤十字病院,大学関係の主要病院をはじめとし一

靖21図1)LlO形晰J削穀影川Ⅹ線黒酢
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6G 照 付35 牛1JJ

:､j′‡23卜て†MN16n5形X練弘田

眼大病院にリl続い▼こ納入′_〕『)Jし-こいくJ.

9.ん5 非破壊検査用放射線装置2種の紹介

放射翻せ利=した非破壊検作法の発j_セほ最1し拍､いこ片し ∴ 装;■■′■-■二

J)′ぷ要もいよい上ミ′■7矧こなってきた_Ⅹ線を利‖したものには

MN2605形がすでに発克され好.軒であるが,りほ揖､て要求の多い

鉄鋼50111111怯 またはこれに州-､1する香椎材料の検葎龍ノ｣を才､巨→

16り1くVp5111Aに楢のMN1605形か製作された_′ 本紬封■損d隋の

ものでほ歳′J､の2.5〉(2.5】ヽTmJ息1∴-二のⅩ線骨を依川しているほか,し:主÷ミ

サ:,操作の簡易性,小形軽#:をれ点に製作され,発′巨川路も週f′L伯

l■l動l坊止∴逆耐電甘低減機構を備えるなどその信掛虔か~高い.ま

たコバルトを利川したものには税源こ601c2キュリーを11丈めた;く送

式Ⅰミ′r--2C形が完成した,.これは格納揮わに接続Lたケーブルユ･ミさ

15111の欠紬･こ照射f､帰一たをイj▲Lコンプレッサの気配によってカフセル

な瞬時に 人あるいほ桁納しているもので,--･般検査をほじム7)特に

複~雑な形状のもの,鋼管財ゆ検査などにJlと過である また取扱ヰ)一気

送式によi)遠隔操作が行j)れ絶対に安仝である_.

9.4.d 工業用コ/リレト照射装置各種の紹介

34隼度には7特におよぷ忍紺-】こを製作し苓ソ川=二納人したかそCノ)う

レ_〕おもなものについて紹介する

し1)廃油瀾7イソトープ■い火研究所納

縦線に5,000キュリーの6DC〔Jを収〆)現イl三まで製作したも折では
Jト

容大な的録氾 択である..緑源を収〆)たカ~7つセルは楢納省灘ふ

たのドア描こ取付けられ,フィル=隕射な十巨場合にく土ふたをつr)

卜(ずて闇射が行わ右るし.そのほか容轟~トナ紬二流動椿の!Ki射に川い

る段通脾灘･孔とユ庄接照射孔4佃を備え,近接照射Ⅵ場合は闇別･孔

ふたとその先端に設けた照射箱間のデスクントピースを加閲する

ことにより照射距離を4段階に調節できるなど特殊構造になって

いる.
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評 須42 巷 第1り▲
l

沼24悍 R'r-2C形歳送式60Coト保蝦射装牒

弟25rてl来貢_Ⅰ二業.試験所糾3,000キュリー60Coコ･■線照射梨園

r､2ノ ~吏~京~r二葉.軋娩所融

l届‖キ1川ミトにふける照射･に適した緑源押上げ式で回転式のデ

ィスクシ･ユ.一ツタが採川されている.二.ニれによって駆動部を照射室

外の′友_1ミな場凧こ識;■■′■一二でき7ノーーtの｣l二故の場合にも′鉱仝に組灘を桁

糾しT)る特長かある.また本 にはセルシンにより線狐駆動状況

を表′トナる樽構のはか安仝線霜:率計と組合された照射室とびらの

′■じ;ほこなどに｡トノ~て操作の完璧をj用ぃ〔いる_縦油谷蓑は3,000

キュリーである

(ニう.)~東洋紡績納

匪混槽を≠出し高温あるいほ低1兄申において行う一弘射に過した

緑淵つりド廿形で,櫓納厚邪を恒混僧上部大井に.哩込み線沫を下

力■の闇射室中火宣刺Wす~ノブ式かとられている.-Jシャッタは回転式

で完全な遠隔操作であることはも辛Jろん,行種の安全装筒が備え

∵ある.-ノ縦線容邑■ミニは1,000キュリー

以卜のほか∫l■言分 納こ-

/
ノ協光り廿日 めた移動式照射 r罠,粒子状線源

を使用し独特の水銀シールドを備えた放射線医学総合研究所納めの

矧■せ壬′とど技術的成恥う､こ人きい｣




